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わかりやすい「機械保全」機械系

テキスト構成

テキストテキスト 内容

回 7章機械構成要素

8章潤滑及び給油

５ 9章機械工作法

'0章油圧装置及び空気圧装置

６ 11章力学及び材料力学

'2章製図



今わかりやすい「機械保全」回機械系もくじ

7章機械構成要素……･………………………………………………･……･………………7-1

71ねじ７－３

7１１ねじの基礎７－３

(1)ねじとは７－３

(2)ねじ各部の名称７－３

７．１.２ねじの種類・形状及び用途７－５

(1)ねじの種類・形状と用途７－５

(2)ねじの基本規格７－８

7.2ボルト・ナット，座金７－１３

７．２１ボルト・ナット７－１３
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７章機械構成要素

学習のはじめに

各種の機械は，数多くの部品が使用され，組み立てられて機能を発揮しま

す。この数多い部品のうち，どのような機械にも共通して用いられている部

品があり，これらを総称して機械要素(machineelement)，あるいは機械構

成要素といいます。

主な機械要素には，締結関係部品（ボルト・ナット，リベットなど)，軸関

係部品（軸・軸継手・軸受・キーなど)，伝動関係部品（歯車・プーリ・カム

など)，管路関係部品（管･管継手･バルブなど)，制動及び緩衝関係部品（ブ

レーキ・ばねなど）などがあります。

ここでは，各種機械要素の種類･形状･用途及び保全について学習します。

７－１



7章機械構成要素

７．１ねじ

７．１．１ねじの基礎

（１）ねじとは

図表７－１に示すように，半径γの円筒の外周に直角三角形ＡＢＣの紙を巻き

つけたとき，その斜辺ＡＣが円筒面に曲線を描きます。この曲線をつる巻曲線と

いいます。つる巻曲線に沿って円筒に四角形，三角形，台形などのみぞ，ある

いは突起（ねじ山）をつけたものをねじといいます。

円筒の外面にねじ山をつけたものをおねじ，円筒の内面にねじ山をつけたも

のをめねじといいます。

1本のつる巻線に沿ってねじ山を設けたものを１条ねじ，２本のつる巻線に

沿ってねじ山を設けたものを２条ねじといいます（図表７－２参照)。

通常は１条ねじを使用しますが，小さいピッチでリードを大きくしたい場合，

すなわち，ねじの回転に対してねじの進みを多くして，ねじ山を小さくしたい

場合に条数の多いねじが使われます。２条ねじ以上のねじを総称して多条ねじ

といいます。

'

|暇||蝋綱１

モミ

１

(ａ）１条ねじ（ｂ）２条ねじ（ｃ）３条ねじ

図表７－２１条ねじと多条ねじ図表７－１ねじの原理

（２）ねじ各部の名称

図表７－３にねじ各部の名称を示します。なお，ねじには図表７－４のよう

につる巻線の向きにより右ねじと左ねじがあります。普通，ねじといえば右ね

じを指し，左ねじは特殊な場合に使用されます。

７－３



珊酎蝋掛
ねじ山の角度

おねじ めねじ

図表７－３ ねじ各部の名称 図表７ 右ねじと左ねじ４

ａ・ピッチとリード

ピッチ（pitch）とは，となりあうねじ山の対応する２点間の距離をいい，ま

た,ねじを１回転したとき,ねじ上の１点が軸方向に進んだ距離をリード(lead）

といいます。

ピッチを力（ｍ、)，リードをノ（ｍ、)，条数を〃とした場合，それぞれの関

係は次のようになります。
７Ｊ｜〃

｜｜

〈
〃

ｂ，リード角とねじれ角

ねじの原理は，図表７－１に示すように円筒の外周に傾斜角βをもった直角

三角形を巻付けて，円筒面上に斜辺ＡＣによるつる巻線を描くわけですが,この

ときの傾斜角βをリード角またはつる巻角といい，つる巻線の傾きを示します。

また，図表７－５のように，つる巻線とその上の１点を通るねじの軸に平行

な平面をなす角αをねじれ角といい，ねじれ角α＋リード角β＝90.という関係

があります。リード角β，ねじれ角αは，それぞれ次の式で表すことができます。

、､β=☆
/

Cotα＝百ﾗﾃｱ

７－４



7章機械構成要素

IgLしの９１ｍ

謬り

ア

図表７－５ねじれ角とリード角

ｃ・ねじの呼びと有効径

ねじの形式，直径及びピッチを表す呼び記号を呼びといい，呼び径のことを

指す場合もあります｡

たとえば，ねじの呼びＭ10は，外径の基本寸法が'0ｍｍのメートル並目ねじ，

Ｍ８×ｌは外径が８ｍｍ，ピッチ1ｍｍのメートル細目ねじを表します。

ねじの有効径とは，ねじみぞの幅がねじ山の幅に等しくなるような,仮想的

な円筒の直径をいいます。なお，同一呼び径でピッチが異なるメートルねじで

は，ピッチの細かいほうが有効径が大きくなっています｡

。．ねじの効率

互いにはまりあうおねじとめねじにおいて，ねじの一方にトルクを加えた場

合，それによってもう一方のねじの軸方向の力が仕事をするときの効率をねじ

の効率〃といい，次式で表します。

β：リード角ｔａｎβ

７７－ｔａｎ(ｐ＋β） ｐ：ねじ面の摩擦角

７．１．２ねじの種類・形状及び用途

（１）ねじの種類・形状と用途

ねじには，図表７－６に示すようにねじ山の断面形状によって，いろいろな

種類に分けられます。

７－５
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昂蜑f1,1京局＝
１

②管斥①

③管斥

図表７－６ねじの種類

ａ・三角ねじ

ねじ山の断面形状が三角形をして，工作がしやすく，ゆるみにくいので，締

め付け用として最も多く使われています。このねじには呼び径をメートル系，

インチ系で表す二つの系統があり，さらにピッチにより並目と細目に分けられ

ます。図表７－７は，一般用三角ねじの規格及び用途を示しています。

７－６

(･

蕊
雷

①メートルねじ,または ②管用平行ねじ
ユニファイねじ

(ａ）三角ねじ

<●

琴
③管用テーパねじ

めねじ

おねじ

(ｂ）角ねじ

めねじ

おねじ

(ｃ）台形ねじ

おねじ

(ｄ）のこ歯ねじ

おねじ

(e）丸ねじ 轤鑿iﾄﾞﾃﾆＡＩ：蝋璽iＢ



7章機械構成要素

図表７
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ｂ・角ねじ

ねじ山の断面形状が四角形をして，摩擦が少ないので，ねじプレス，ジャッ

キなど，主に大きい力を伝達するために使われます。このねじは三角ねじに比

べて工作が難しく，JISでは規格化されていません。

ｃ・台形ねじ

ねじ山の断面形状が台形をして，角ねじと同様に摩擦が少なく，また三角ね

じより強度が大きいので，旋盤の親ねじやプレスのねじなど大きい力を伝達す

るためのねじとして使われます。このねじは山の角度が30゜のメートル系が規格

化されています。

。、の二歯ねじ

ねじ山の断面形状がのこぎりの歯のような形をしているもので，ジャッキの

棒のように，一方向へのみ大きな力が働く部分に使われます。

ｅ・丸ねじ

ねじ山の断面形状が半円形をしているもので，電球などの口金や受金ねじな

どに使われています。

ｆ・ボールねじ

図表７－６（f)に示すような，おねじとめねじの間に鋼球を入れたねじです。

このねじは，ボールを利用することによって，ボールベアリングと同じように

摩擦を少なくする効果を得ようとするねじです。ＮＣ工作機械のテーブルの位

置決めや，自動車のステアリングギヤなどに応用されています。

７－７



（２）ねじの基本規格

ＪＩＳ蕊'１の規格では，ＩＳＯ灘2）（国際標準化機構）の三角ねじの規格にしたがい，

一般に用いるねじとして，ＩＳＯメートルねじの全系列を採用しています。なお，

航空機など特に必要な場合に限り用いるユニファイねじは，ＩＳＯインチねじの

ＵＮＣ（並目)，及びＵＮＦ（細目）を使います。ですから三角ねじのほとんどに

メートルねじが使われています（図表７－７参照)。

ａ・メートルねじ

図表７－８にメートル並目ねじの基準山形と基準寸法を示します。基準山形

は，おねじもめねじも共通となりますが，実際の製作ではおねじの山形，めね

じの山形は図表７－９のようになります。

図表７－１０は，メートル並目ねじの基準寸法を示したものです。使用に当た

っては，呼び寸法のｌ欄を選択します。これは製品を作る際に，多種類のねじ

を用意しておかなくてもすむからです。また，機械の保守を行うユーザにおい

ても同様なことがいえます。これは標準化を進め，部品間に互換‘性をもたせる

うえでも大切なことです。

しかし，設計の都合上やむを得ない場合には，２欄，３欄の11項に使用します。

60。

、

Lilili1l1iiiiii11llllli11iiiililiiliiii＝
巨池仲暑興

三二黒這
這鴇

H=写P-08660xP 図表７－９実際のはめあい

図表７－８メートル並目ねじの基準山形と基準寸法

※１）ＪＩＳ：JapaneselndustrialStandard日本工業規格

※２）ＩＳＯ：InternationalOrganizationForStandardization 国際標準化機構

７－８



7章機械構成要素

図表７－１０メートル並目ねじの基準寸法（ＪＩＳＢＯ２０５より）

単位、、

注＊１欄を優先的に，必要に応じて２欄，３欄の順に選ぶ。

７－９

ねじの呼び＊

１欄 ２欄 ３欄

ピッチ

Ｐ

ひっかかり

の高さ

Ｈ１

めねじ

谷の径

、

有効径

Ｄ２

内径

Ｄ，

おねじ

外径

。

有効径

ｄ２

谷の径

。，

Ｍ１

Ｍ１．２

Ｍ１．６

Ｍ1．１

Ｍ１．４

Ｍ１．８
５
５
５

２
２
２

●
●
●

０
０
０

５
５

３
３
３

●
●
●

０
０
０

０．１３５

０．１３５

０．１３５

０．１６２

０．１８９

０．１８９

1．０００

１．１００

１．２００

1.400

1.600

1.800

８
８
８

３
３
３

８
９
０

●
●
●

０
０
１

５
３
３

０
７
７

２
３
５

●
●
●

１
１
１

９
９
９

２
２
２

７
８
９

６
●
●

０
０
０

５
１
１

７
２
２

０
２
４

●
、
●

１
１
１

Ｍ２

Ｍ２．５

Ｍ２．２

５
５

４
４
４

■
●
●

０
０
０

０．２１７

０．２４４

０．２４４

２．０００

２．２００

２．５００

０
８
８

４
０
０

７
９
２

●
●
●

１
１
２

７
３
３

６
１
１

５
７
０

●
●
●

１
１
２

Ｍ３

Ｍ４

Ｍ３．５

５
６
７

●
、
●

０
０
０

０．２７１

０．３２５

０．３７９

０
０
０

０
０
０

０
５
０

●
●
●

３
３
４

2.675

3.110

3.545

2.459

2.850

3.242

Ｍ５

Ｍ６

Ｍ４．５ ０．７５

0.8

1

０．４０６

０．４３３

０．５４１

０
０
０

０
０
０

５
０
０

●
●
●

４
５
６

４．０１３

４．４８０

５．３５０

３．６８８

４．１３４

４．９１７

Ｍ８

Ｍ７

Ｍ９

５
５

２
２

１
１
１

１
７
７

４
７
７

５
６
６

●
●
●

０
０
０

７．０００

８．０００

９．０００

６．３５０

７．１８８

８．１８８

７
７
７

１
４
４

９
６
６

●
●
●

５
６
７

Ｍ１０

Ｍｌ２

Ｍ１１

５

５
５
７

●
●
●

１
１
１

２
２
７

１
１
４

８
８
９

●
●
●

０
０
０

１０．０００

１１．０００

１２.０００

９．０２６

1０．０２６

１０．８６３

８．３７６

９．３７６

1０．１０６

Ｍ１６

Ｍ１４

Ｍ１８

２

２

2.5

1.083

1.083

1.353

1４．０００

１６．０００

１８．０００

1２．７０１

１４．７０１

１６．３７６

５
５
４

３
３
９

８
８
２

●
●
●

１
３
５

１
１
１

Ｍ２０

Ｍ２４

Ｍ２２

５
５
●
０

２
２
３

1．３５３

１．３５３

１．６２４

2０．０００

２２．０００

２４．０００

1８．３７６

２０．３７６

２２．０５１

1７．２９４

１９．２９４

２０．７５２

Ｍ３０

Ｍ２７

Ｍ３３

５
５
●
■

３
３
３

1.624

1.894

1.894

2７．０００

３０．０００

３３．０００

2５．０５１

２７．７２７

３０．７２７

2３．７５２

２６．２１１

２９．２１１

Ｍ３６

Ｍ４２

Ｍ３９

４

４

４．５

2.165

2.165

2.436

3６．０００

３９．０００

４２．０００

２
２
７

０
０
７

４
４
０

●
●
■

３
６
９

３
３
３

3１．６７０

３４．６７０

３７．１２９

Ｍ４８

Ｍ４５

Ｍ５２

４．５

５

５

2.436

2.706

2.706

０
０
０

０
０
０

０
０
０

●
●
■

５
８
２

４
４
５

4２．０７７

４４．７５２

４８．７５２

９
７
７

２
８
８

１
５
５

●
●
●

０
２
６

４
４
４

Ｍ５６

Ｍ６４

Ｍ６０

Ｍ６８

５
５
●
●

５
５
６
６

７
７
８
８

７
７
４
４

９
９
２
２

●
●
●
●

２
２
３
３

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

●
●
●
●

６
０
４
８

５
６
６
６

８
８
３
３

２
２
０
０

４
４
１
１

●
●
●
●

２
６
０
４

５
５
６
６

６
６
５
５

４
４
０
０

０
０
５
５

■
●
●
●

０
４
７
１

５
５
５
６



ｂ・ユニファイねじ

図表７－１１にユニファイ並目ねじの基準山形，及び基準寸法の公式を示しま

した。メートルねじと比較すると，ねじ山の形は変わりませんが，ピッチは１

インチ（25.4ｍｍ）の長さにねじ山がいくつあるという形で表現しますから，

ｍｍ単位で表現すると，中途半端な数値となります。

P=且呈些
Ｄ＝‘

H=08雲025×2Ｍ，2=ぬ

H1=05鶚266×2ＭＤＩ=`！
。＝(｡)×25.4

`塾=(`-Ｍ箒519)×2Ｍ

`,=(d-LO署532)×2Ｍ

【
。１日｜□

己Ｉ曰Ｉ５■

図表７－１１ユニフアイ並目ねじの基準山形及び基準寸法の公式

ｃ・台形ねじ

機械の中での構成ユニットの移動，あるいは弁の締付けなどに用いられます。

また，工作機械の親ねじのように，正確な位置決めを行うところには，高いピ

ッチ精度をもつ台形ねじが使用されます。

図表７－１２に台形ねじの基本山形，及び基準寸法の公式を示します。台形ね

じには，ねじ山の角度が30゜のメートルねじがあります。

識

Ｐ

⑰
Ｐ
“
Ｐ

鋼
叱
企
企
ｄ
ぬ
仏

１
’
’
一
一
一
一
一
一
一
走
一
Ｆ

生
励
め
ぬ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

宝

Ｑｌｃ

図表７－１２メートル台形ねじの基本山形及び公式

７－ＺＯ



7章機械構成要素

。、管用ねじ
くだよう

管用ねじは，管，管用部品，流体機器の接続１こ用いられます。種類は，ねじ

部の気密性を主目的にする管用テーパねじと，機械的結合を主目的とする平行

ねじがあります。テーパねじは，１/１６のテーパとなっており，めねじは１/１６の

テーパめねじと平行めねじの２種類があります。

図表７－１３は，ねじの種類を表す記号，及びねじの呼びの表し方をまとめた

もので，図表７－１４は，管用テーパねじの基準寸法を示したものです。

図表７－1３ねじの種類を表す記号と呼び

上
ＳＭ

注：(1)平行めねじＲＰは，

（２）平行めねじＰＳは，

テーパおねじＲに対してだけ用いる。

テーパおねじＰＴに対してだけ用いる。

７－１１

区分 ねじの種類
ねじの種類

を表す記号
ねじの呼びの表し方の例 関連規格

一
般
用

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
あ
る
も
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に

な
い
も
の

メートル
並目ねじ

細目ねじ

ミ二チュアねじ

ユニファイ
並目ねじ

細目ねじ

メートル台形ねじ

管用テーパねじ

おねじ

めねじ

平行めねじⅡ）

管用平行ねじ

30゜台形ねじ

管用テーパねじ
テーパねじ

平行めねじ(2)

管用平行ねじ

Ｍ

Ｓ

ＵＮＣ

ＵＮＦ

Ｔｒ

Ｒ

Ｒｃ

Ｒｐ

Ｇ

ＴＭ

ＰＴ

PＳ

ＰＦ

Ｍ８

Ｍ８×1

Ｓ０．５

3/8-16ＵＮＣ

No.8-36ＵＮＦ

ＴｒｌＯ×２

Ｒ３/４

Rc3/４

Rp3/４

Ｇ１/２

ＴＭ１８

ＰＴ７

ＰＳ７

PＦ７

JＩＳＢＯ２０５

JＩＳＢＯ２０７

JＩＳＢＯ２０１

JＩＳＢＯ２０６

JＩＳＢＯ２０８

JISBO216の本体

JISBO203の本体

JISBO202の本体

JISBO216の附属書

JISBO203の附属書

JISBO202の附属書

特
殊
用

電線管ねじ
厚鋼

薄鋼

自転車ねじ
般用

スポーク用

ミシン用ねじ

ＣＴＧ

ＣＴＣ

ＢＣ

SＭ

ＣＴＧ1６

ＣＴＣ1９

BC3/４

ＢＣ２．６

SＭ１/４山4０

JＩＳＢＯ２０４

JＩＳＢＯ２２５

JＩＳＢＯ２２６



図表７－１４管用テーパねじの基準寸法と基準山形

､ぴテーパめねじに 平行めねじに対して適用する基準山形テーパおねじ及びテーパめねじに

対して適用する基準山形

iｆ： ＄７

ＱIこ)l□

ねじの軸線乱丁壬尹 ねじの軸線辻

太い実線は，基準山形を示す。

Ｐ=ﾆｦ:全
Ｈ＝0.960237Ｐ

〃＝0.640327Ｐ

γ＝０．１３７２７８Ｐ

太い実線は，基準山形を示す。

Ｐ=二二全
Ｈ－Ｏ９６０４９１Ｐ

カー0.640327Ｐ

γ'＝Ｏ１３７３２９Ｐ

単位、、

基準径の位置 有効ねじの長さ(最小）
配管用炭

素鋼鋼管

の寸法

（参考）

平行

めねじ

の

、,、２

及び

、，の

許容差

十

ねじ

lllli【

25.4

ｍｍ

’二

つき，

ねし

かある場合聴礁i《

の|職

からk

iiMillI二

何か，

（注）

ねじの

呼ぴ

Ｊ
か

『
が

０
０

Ｏ
Ｌ
７
Ｊ
へ

０
．
Ｆ

刀
さ

Ｉ
。
，
４

－
，
‐
‐

ヒノチ

Ｐ

霧
径側に

'か７，
．」

雛｜
蝋から｜

（鱸） 篝|''i‘

さ》
０
．
Ｊ

醤;腱|靜酔'参#） Ａ〃
ノ

陥
落
ｘ
％
光
蒐
１

Ｒ 2８ 0.9071 0.58］ ０．１２ 7.723 7.142 6.561 3.97 0.91 1.13 0.071 2.5 6.2 7.4 4.4

Ｒ
Ｒ
Ｒ

2８

１９

１９

0.9071

1.3368

1.3368

0.12

0.18

0.18

9,728

13,157

16,662

8.566

11.445

14.950

ｗ
弧
蹴

９
２
５
１
１

3.97

6.01

6.35

0.91

1.34

1.34

３
７
７

１
６
６

●
●
Ｃ

ｌ
１
１

0.071

0.104

0.104

2.0

2.3

2.3

2.5

3.7

3.7

6.2

9.4

9.7

7.4

11.0

11.4

10.5

13.8

17.3

0.581

0.856

0.856

4.4

6.7

7.0

Ｒ
Ｒ
Ｒ

４
４
１

１
１
１

1.8143

1.8143

2.3091

0.25

0.25

0.32

20955

26,441

33,249

18.631

24.117

30.291

８．１６

9.53

10.39

19.793

25.279

31.770

1.81

1.81

2.31

７
７
９

２
２
８

●
●
●

２
２
２

２
２
１

４
４
８

１
１
１

●
●
●

０
０
０

5.0

5.0

6.4

12.7

14.1

16.2

15.0

16.3

19.1

9.1

10.2

11.6

21.7

27.2

34.0

2.8

2.8

3.2

Ｌ162

1.162

1.479

〉
光
光
２

１
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ

lｌ

ｌｌ

ｌｌ

１
１
１

９
９
９

０
０
０

３
３
３

●
●
●

２
２
２

0.32

0.32

0.32

41910

47.803

59.614

38.952

44.845

56.656

12.70

12.70

15.88

１
１
１

３
３
３

●
●
●

２
２
２

2.89

2.89

2.89

0.181

0.181

0.181

6.4

6.4

7.5

18.5

18.5

22.8

21.4

21.4

25.7

42.7

48.6

60.5

3.5

3.5

3.8

40.431

46.324

58.135

13.4

13.4

16.9

1.479

1.479

1.479

Ｒ２％
Ｒ３

11

11

2.3091

2.3091

0.32

0.32

9.2

9.2

75.184

87.884

72.226

84.926

17.46

20.64

3.46

3.46

3.46

3.46

0.216

0.216

4.2

4.2

26.7

29.8

30.1

33.3

18.6

21.1

76.3

89.1

1.479

1.479

73.705

86.405

Ｒ
Ｒ
Ｒ

４
５
６

lｌ

ｌｌ

ｌｌ

2.3091

2.3091

2.3091

0.32

0.32

0.32

114.3

139.8

165.2

113.030

138.430

163.830

110072

135.472

160.872

25.40

28.58

28.58

3.46

3.46

3.46

3.46

3.46

3.46

0.216

0.216

0.216

'11.551

136.951

162.351

10.4

11.5

11.5

35.8

40.1

40.1

39.3

43.5

43.5

25.9

29.3

29.3

4.5

4.5

5.0

1.479

1.479

1.479

(注）この呼びは，テーパおねじに対するもので，テーパめねじ及び平行めねじの場合は，Ｒの記号をRc又はRpとする
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7章機械構成要素

７．２ボルト・ナット，座金

７．２．１ボルト・ナット

（１）ボルト

ａ、ボルトとは

ボルトとは，丸棒の外周にねじを切ったもので，用途によって軟鋼．硬鋼．

銅合金・耐食性合金などの材料が使われています。

機械部品の組立てには，図表７－１５に示すような通しボルト．押えボルト．

植込みボルトなど，いわゆる締付けボルトが用いられます。

通しボルトは，結合させる二つの部品に貫通した穴をあけ，これにボルトを

通してナットで締め付けるボルトで,一般に図表７－１５(a)のように六角ボルト

と六角ナットが用いられます。押えボルトは，図表７－１５(b)のように結合する

￣方の部品にめねじを設け，ここにボルトをねじ込んで二つの部品を締め付け

ます。

植込みボルトは，六角ボルトのように頭をもたず，丸棒の両側にねじ部をも

つボルトで，図表７－１５(c)のように一方の部品に植え込まれた状態で，ナット

の着脱だけで，部品の取付け・取外しができます。

（ａ）通しボルト（ｂ）押えボルト（ｃ）植込みボルト

図表７－１５締付けボルト

ｂ・ボルトの種類

ボルトには各種の形状があり，用途も様々です。図表７－１６は各種ボルトの

一部を示したものです。

ドライバー(ねじ回し）によって締め付けられる軸径１０ｍｍ以下のねじを小ね

じといい，ビスとも呼ばれます。

７－１３



短＝二号
日三国

院
一
』

(ａ)六角ボルト 欝
懲

ナット側

-Eｴｺｰ］
(ｂ)植込みボルト ’二三

(ｅ)止めねじ

-幅
(c)さらボルト

Ｃ］
匡然舅迄】 (9)アイボルト

(d)六角穴付きボルト (f)クランプねじ

霧
ＩＥﾖＥ

」
(ｈ)クレビスボルト

齢

LＩ'三
Ｌ形

□

コンクリート

(ｋ)基礎ボルト(ｊ）ちようボルト(i）キー付きボルト

図表７－１６各種のボルト

図表７－１７にねじ先の形，図表７－１８にねじの頭の形を示しました。ボルト，

小ねじは軟鋼や黄銅で作られていますが，六角穴付きボルトはS45C，ＳＣＭ，あ

るいはＳＮＣＭなどの鋼材で作られています。

壬二三‐モーーヨ
あら先 平先 丸先

図表７－1７ねじ先の形
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田脂
（c）四角頭

●鄙‐

鱈ｗ蕊孵
ｅ仁一

（ａ）すりわり頭

鋸鮨‐ ﾆコ
(f）12ポイント頭(。）十字穴付き頭

!i'二｝詐腓ヨー
(9)きざみ付き頭 (ｈ）フランジ付き頭 (i）止め穴付き頭

図表７－mねじの頭の形

ｃ、六角ボルト

図表７－１９は六角ボルトの形状及び名称を示したものです。

六角ボルトは，ボルトの円筒部の形状により，図表７－２Oのように呼び径六

角ボルト・有効径六角ボルト・全ねじ六角ボルトの３種類があります。

呼び径六角ボルトは，円筒部の径がねじ部の径と同じ寸法のもので，有効径

六角ボルトは，円筒部の径が有効径と同じ寸法から成っており，また，全ねじ

ひ）Ｉ

⑮
頂器

図表７－１９六角ボルトとナット

白玉。 ここ□ 耳
(ａ）呼び径六角ボルト（ｂ）有効径六角ボルト（c）全ねじ六角ボルト

図表７－２０六角ボルトの種類
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六角ボルトは，ボルトの長さを示す部分がすべてねじ部であるボルトです。

（２）ナット

ナットは，ボルトと組み合わせて使用されますが，使用目的によって形状が

異なり，図表7-21に示すように六角ナット・四角ナット･みぞ付きナット･

みぞ付き六角ナット・袋ナット・ちようナットなどいろいろな種類のものがあ

りますが，最も多く使用されているのは六角ナットです。

六角ナットの種類には，六角ナット・六角低ナットがあり，ねじの呼び径ｄ

に対するナットの呼び高さが０．８．以上のものが六角ナットで，０．８．未満のも

のを六角低ナットといいます。

日日に．
(ａ）六角ナット 袋ナット

爵 ：日 ．
(ｃ）４角ナット (ｄ）すりわり付きナット (e）みぞ付きナット

雪
（f）フランジ付きナット

図表７－２１各種のナット

（３）止めねじ

止めねじは，ねじの先端を利用して，軸にベルト車・歯車などを固定したり，

位置の調整を必要とする部分に使用される小さいねじです。

７－１６
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止めねじの種類には，頭部の形状により，すりわり付き止めねじ・四角止め

ねじ・六角穴付き止めねじがあります。図表７－２２は，すりわり付き止めねじ

の形状・寸法を示したものです。

図表７－２２すりわり付き止めねじ

鯛遇弓勤聲繋
平先九先棒先とがり先くぼみ先(lIi位、、）

’
５
５
’

７
８
２
５
７
ｌ

Ｏ
０
１
１
Ｌ
Ｌ
ｌ

ｑＵ

座金は，ボルトやナットの取付面に凹凸があってもこれを安定させ，ねじの

ゆるみ止めや，取付面を保護する役目をします。図表７－２３は各種の座金を示

②鵠一：ｮ鴎

②
』
害

＄

冊 。
ばね座金

歯付き座金

ｅ蝋④ ④
ゴー凸一ｷﾃｰ

つめ付き座金

図表７－２３各種の座金

舌付き座金

７－Ｚ７
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７．２３ボルトによる締結の保全

（１）ねじのはめあい長さ

おねじとめねじとが，互いにはまりあっている部分の長さを，軸の方向に測

ったものを"はめあい長さ”といいます。

ねじ山に起こる破損には，曲げ作用によるものと，せん断作用によるものが

あります。この破損の起こる場所を調べてみると，図表７－24のようになりま

す。

ボルトやナットを締め付けるとき，ねじのはめあい長さは，３山以上なけれ

ばならないといわれています。JISでは，ボルトとナットのはめあい長さを，め

ねじの内径の0.8～1.5倍にするようにしています。

(よ

Ｆ１二j君ｉ Ａ点での破断約10％

Ｂ点での破断約20％
Ｃ点での破断約60％

qＶＨ

図表７－２４破断の起きやすい位置

（２）ナットのゆるみ止め

締結用ねじは，二つの部材の接合に用いますが，これがゆるんでしまっては

その機能を果たさないばかりか，事故，災害につながるので，必要部分にはゆ

るみ止めを行います。

ねじがゆるむ過程をみると，ねじが回転してゆるむ場合と回転せずにゆるむ

場合があります。これらの原因を図表７－２５に示します。

図表７－2５ねじのゆるみの原因

７－１８

ねじのゆるみの原因

回転のゆるみ 締付け物の遊離，締付け物のすべり

非回転のゆるみ

接合面の摩耗，接合面のへたり，ポル

ﾄの塑性伸び，熱膨張係数の差，クリ

－プによる変形，ヤング率の低下
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回転ゆるみが遊離による場合，締付け力を強固にすることが大切です。まず，

"しっかり，'と締め付けることです。ボルトが破壊しては困りますから強度の高

いボルトを用いることもあります。一般に，太くて短いボルトはゆるみやすく，

細くて長いボルトはゆるみが少なくなります。

対策として，ボルト締付け部を厚くすること，厚いワッシャを使用すること

が考えられます。ワッシャは枚数として２枚程度が限界で何枚も重ねるとゆる

みやすくなります。

すべりを小さくするには，接合面に突起を付ける，すきまをなくすなどが有

効です。具体的な方法として，次のことがあげられます。

図表７－２６は，みぞ付きナットと割りピンを用いた方法です。この方法では，

みぞ及びピン穴の寸法にあった割りピンを使用し，取り外したときは新しい割

りピンを用います。

割りピンの先端は，抜け落ちることのないようにします。また，普通，ナッ

トを締め付けたのち，穴をあけて割りピンを通さないことです。ボルトを弱め

たり，再使用のときに穴がずれたりします。

図表７－２７に，切込みナットによる方法を示します。切込みナットには，－

小
ね
じ

懲■■

図表７－２７切込みナット

図表７－２６みぞ付きナットとピン
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部に切込みが入れられており，あらかじめ内側にわずかに変形させておき，ボ

ルトへねじ込んだとき，そのわずかに変形させたばね'性により，ねじ部が強く

圧着するしくみになっています。

簡単ですが，何回も使うと摩耗し，押付け力が弱まるので，ゆるみ止めの効

果が失われます。大型ナットでは，切込み部分をさらに小ねじで締め，わずか

にひずませて押し付けます。

止めナットによる方法を図表７－２８に示します。止めナットは，２個のナッ

トを重ねて使うことによってゆるみ止めを行います。２個のナットを利用する

ので，ダブルナットと呼びます。

はじめに薄いナットで締め付け，次に正規のナットで締め付けます。次いで，

スパナを２丁使って上側の正規のナットを固定しておき，下側の止めナットを

15～20゜ほど戻します。このようにすると，２個のナットとボルトのねじ面が作

用しあい，締付け及びゆるみ止めとなります。

止めナットは，下側の薄いナットを逆転することが必要なので，これに合っ

たスパナを用意します。

ワイヤ止めによる方法を図表７－２９に示します。締付けボルトの頭に，直径

１～２ｍｍの穴をあけておき，亜鉛めっき鉄線を通して"締まり勝手，，になるよ

うにしばり付けます。

座金を用いてもゆるみ止めができます(図表７－２５参照)。振動によるゆるみ

止めには，ばね座金がよく使用されます。ばね座金は，反復使用することによ

：
ダブルナットは，ナッ

トＢ，ナットＡの順に

締め，ナットＡを固定

したままにし，ナット

Ｂを回して戻す。

ナットＢを戻さないと

単なる1個のナットと

変わりない。

(ａ）正式（ｂ）略式

図表７－２９ワイヤ止め図表７－２８ダブルナット
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